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要 旨 ：本研 究では既往 の 実験でデータ が不 足 して い る高い 軸力下 で 曲げ降伏 する袖壁付 き

試 験体 を対象 に し て 静加 力実験を行 っ た
。 実 験 パ ラ メ

ー
タは軸力 の 大 き さ とし ， 2 体 の 実

験 を行 っ た 。そ の 結果，軸力 が 低 い 方 の 試 験体 CSW −1の 曲 げ降伏 後 の 挙動 はせ ん 断抵抗機

構 の 劣 化 に よ り支 配 され ，軸 力 が 高 い 方 の 試験体 CSW −2の 曲げ降伏 後 の 挙 動 は 圧 縮領 域 の

コ ン ク リ
ー

トの 劣化 に よ り支配 され た と判 断 で きた。

キー
ワ
ー ド ： RC 造，袖壁つ き柱，曲げ降伏，変形 能，高軸力，静加力実験

　 1 ，は じめ に

　 1968年 の 十勝 沖地震に お い て ，袖壁，腰 壁 あ

る い は 垂壁 が建 物の 耐震性能に 悪 い影響を及 ぼ

す こ とが 明 らか にな り，それ 以降，靭 性能に富

ん だ 梁降伏形 建物 を実現する た め に ， 袖壁等は

極 力排除 され て き た 傾 向 が あ る 。 と こ ろ が
，
1995

年 の 阪神 大 震災 で は ，逆に，袖壁 等を取 り払 っ

た 純 フ レーム の損傷が 大 き く な り，修 復が 困 難

に な る と い う欠点 が露 出 し た 。

　純 フ レーム の 損傷が 大き くな るの は設 計 で 意

図 して い る と こ ろであ る が ，今後耐震設 計法が

性 能評価 型設 計法 に 移 行 して い っ た とき に，終

局限界性 能 だ け で は な く，使用 限界性 能や修復

限界性能 を向上 させ る こ と も必 要とな っ て く る。

袖壁，垂 壁，腰 壁等 は，使 用性 能 や修復性 能 を

高め るた め に有効 で あ り，本研 究では それ らの

2 次的 な壁 を有す る 柱 の 性 能評価 法 を確 立す る

こ とを 目的 と して い る。本 報告 では以 上 の 観点

か ら行 っ た 2 体 の 袖壁 付 き断面柱 の 静加 力実験

に つ い て 報告す る t，

　2 ．実験概要

　 2，1　試 験体

　 袖壁付の 柱の 静加 力実験は 大久保 らに よ っ て

比較 的多 く行 われ て い る
V 。筆 者 らは これ らの 試

験体の データ の 再 整理 を行 っ て い るが
2｝

， せ ん 断

破 壊する試 験体が圧倒的 に 多く， また そ の 断 面

の 特 徴 よ り曲 げ降伏す る試験体 で あ っ て も変形

能 に 富ん で い る 試験体は 非常に 少 な い
。 本研 究

で は既往 の 実験 で 不足 し て い る 高 い 軸力 下 で 曲

げ降伏 す る試験体 を対象に し て 静加 力実験 を行

っ た。

　表一1に試 験体 寸法 と配 筋 を示 す 。
こ こ で 袖壁

部 の 壁 筋比 は ，袖壁縦
・横筋1組 分 の 断 面積 （壁

厚 x 壁筋間隔）に対す る 袖壁 縦 ・横筋の 断 面積 の

比 率で表 して い る （袖 壁端部 縦筋は 除 く）。ま た ，

表一2に鉄 筋強度 を，図
一1に試験体配筋図をそれ

ぞれ示す 。 試験 体 は 2 体 で ，断 面寸法 お よび配

筋 は共通 とした 。 1 階柱脚 で柱 降伏 ，
2 階以 上

は 梁降伏 す る建物 の 1 階柱 に 袖壁 が つ い て い る

こ とを想定 し ， 柱部分 の み を対象 と し た シ ア ス

パ ン 比 は 3 とやや 大 き く設 定 した
。

ま た ，高軸

表一1　試験体寸法 と配 筋

試 験体 名
柱断面

（mm ）

袖壁断 面（丁 側
部 分 ）（mm ）

同 さ

（mm ）
柱 部 主筋

柱 。 帯
（帯 筋比 ）

壁端部
縦 筋

壁縦 ・　 筋
（壁 筋 比 ）

CSW − 1CSW
−2200

× 200200x10012004 −D102
−D6 ＠75
（0．OO42）

1−DlO 2−D6 ＠75
（0．0085）

1234＊

＊

＊

＊
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カ を与 え る た め に ，袖壁 部分 の 断 面 は既往の 試

験体 よ り大 き め で あ り，壁 筋は ダブ ル とした。

　実 験パ ラ メータ は 軸力 の 大 きさ と し た 。表一

3 は 軸力 お よび そ れ に対応 す る 軸 力 比 を 示 し た

も の で あ る 、軸力 比 は ，軸 力 を 図
一2に 示 す各 モ

デ ル で 想 定 し て い る 断 面 積 （図一2の 実線 で 囲 ま

れ た 面 積 ）× コ ン ク リ
ー

ト強度 で 除 し た も の で

あ る、試験 体 CSW−1は 柱 の み の 軸力 比 がO．　40と や

や 高 い 試験 体 で ，試験 体 CSW−2は一
般 的には上 限

と 考 え られ る軸力 比 O，65を与 え た 試験体 で ある。

な お ，全断面 を 対象 と した 軸力比 は それ ぞれ 0．

20、0．rs2で あ る．， 軸 力は い ずれ も
一

定軸力 と し

た tコ

　2．2　加 力方法

　加 力 は ，図一3 に 示 す 加 力 装置図 に よ り逆 対称

変 形 を 与 え た 、軸 力 は 試 験体 上部 の 鉛直ジ ャ ッ

キ で
．．一

定 軸力 を 与 え ，左 右 の 2 台 の 鉛直ジ ャ ッ

キ に よ り試験 体 上部 の L 型加 力 ジ グを水平に 保

っ た．、 3 章で 示 す 水 平力 は P − △ 効果 を考慮 し

て 求 め た ．、す なわ ち，柱試験体の 柱頭 と柱脚に

生 じ る モ
ー

メ ン トを試験 体高 さで 除 し た もの で

あ る ，

　載荷は，1／200 ，2／200 ，3／200 ，4／200，5／20

　 　加 力方 向

一

袖 壁 縦 筋，横 筋
2D6 ＠ 75

住 主 筋
2D10

柱 帯筋
2D6 ＠ 75

：
nり

：

日

：
ρり

袖壁 端 部 縦筋
1DlO「

0
頃

OO

一
〇

ゆ

コ‡
OO2002002002002

図一・1　試験体配筋図 〔CSW − 1 ，2 共通）

表一2 鉄筋強度

降伏強度 （MPa）破断強度 （MPa ）

D6 336 512
DlO 391 541

表一3　実験 パ ラ メータ

試 験体名
コ ン ク リ

ー
ト

強度 （MPa ）

作用 軸力

　（kN ）

軸力 比 （全断面

（モ デル 化 3・4））

．力比 （柱部断面の

み （モ デル 化 D ）

軸力比 （袖壁断面 の

み （モ デル 化 2））
CSW − 1 473 0．20 0．40 0．27
CSW −2

29．6
769 0．32 0．65 0．43

　　 加 力 方 向

≒

匚 1
−

tコ
　 　 　 L ．一」

　　　　　ζ
．／ ／

丶

＼
＼

＼ ）

「 　［± ±コ ［ 二 ＝ c ＝

　 モ デ ル 化 1　　　 　 モ デ ル 化 2 　　　　　 モ デ ル 化 3 　　　　 モ デ ル 化 4
（柱 断 面 の み 考 慮 ）　 （袖 壁 断 面 の み 考慮 ）　 （等価 長方 形 断 面 ）　　 （全 断 面 考 慮 ）

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　図一2　断面 の モ デ ル 化

一 152

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Concrete Institute 

NII-Electronic Library Service 

Japan 　 Conorete エnstitute

O，
6／200 の 部材 角 をそ れ ぞ れ 2回 づ っ 繰 り 返 し，

所 定 の 軸力を負担 で きな くな る ま で と し たが，

試 験体CSW −1は 軸 力 を負担 し て い た の で ，そ の 後，

8／200 ，12／200 の サ イ ク ル を 1 回 つ つ 載荷 した 。

　本 実験 で は ，加 力装置に 取付 けた ロ
ー

ドセ ル

に よ り 水 平力 を，試験 体各 部 に取付 け た 変位計

に よ り 試 験体 の 変形 を，鉄 筋各部に 取付けた歪

ゲ
ージ に よ り鉄 筋 の 歪 を測 定 し た。また，試験

体に 発 生 した ひ び割れ 幅 ，コ ン ク リ
ー トの 圧 壊

領域 の 長 さを測 定 した 、

　 3 ．実 験結 果

　図
一4（a ）（b）に 各試験体の 水 平カ

ー
水 平変形 関

係お よ び 軸ひ ず み 度
一

水 平変形 角 関係 を 示 す 。

　　　　　　 l　 　 　 　 l
I

　　 I一．　　　　　　　　　　匿

．
I　　@@@@@
　

@　 I
<TAB><TAB><TAB><TAB><TAB>．．、1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

@　　　　　　、<TAB>

　

　　・
<TAB><TAB><TAB><TAB>E<TAB><TAB><TAB><TAB>

<TAB>A
水

Oi1<TAB>fJ<TAB><TAB> 
<TAB>

旨 Og<TAB><TAB>】

i v <TAB>

<TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB>
@i
　　　　　　　　　　　　　　

<TAB>r

　

　　

　　　　　
　

　　

I<TAB><TAB><TAB><TAB><TAB><TAB>

（
田

示
） o．

L ）

D

ﾝ

〇．

2 （蚤 ） R

〇 ． 004
　4可｝ 20 o 20 図

3 　 加力 装 置 図 ま た，図一5 （a ） （b ）

各試験 体 の 最 大 耐 力時と加 力終了時のひび

れ 図 を示 す 。 水 平 力は前 述 し た 軸力 用 ジ ャ

キ による影響（P − ∠効 果 ） を 考 慮 した も

であ り，
また ， 水 平 変形角 は

ﾌ基

ﾌ 水平変形をその 高さで除し た もの，

方 向←一 一一 一→ 》正方 向 <TAB>

A<TAB>勅大 <TAB>　　

　 　　　　（ a ）試 験体 CSW −

　　

　 　　　　

　 　　　図一

囗　軸 力
担

力
喪失点 O

大
耐
力の80％

低 下
した点

40 　0．0
　0．00

（ 　 　　

H

一
〇・002 奪一〇，GO4 遡一〇．006 橿一〇
　 008 　 −O ．Ol

　 　　40 （歪）R

〇 ， Q3　

　　

D

　
　　

．

@

@0

　

 

材角（ rad ）

（a ）試験体csvr −1

　図一 4

  0<TAB>
カ

／<TAB>、<TAB>丶<TAB>、<TAB>　

　
　加

終
了時 　

　　（b） 試験 体CSW −
2 ひ び割れ図

<TAB><TAB><TAB>一∫ ：： フ　i

  <TAB>．
． ．．「． ．． ．．． 「

「
− − ．．．「

  0 ’

E °6 −°・ ° 象 平 部 雛 （ ， 。 、） Q・ ° 3 ° ・°6 　 　 　 　
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軸ひ ずみ 度は 柱軸心位置で の 上 下基礎 間の 垂直

変形 を高 さで 除 した値 で あ る （引張正 ） 、

　表一4は 使用 限界 状 態 （修 復 せ ず に建 物 の 使 用

を継 続 で き る 限界），修復 限界状態 （修復すれ ば

使 用 で き る 限界），お よ び 終局限界 状態 （安全 限

界）に 関連す る 試験体 の 損傷状況 を ま と め た も

の で あ る。こ こ で ，本論 文 で は ，修復 限界 に 相

当 して い る か ぶ り コ ン ク リ
ー

ト圧 壊は ，試験体

表面 の 圧壊が 初め て観察 された時点を と し，コ

ア コ ン ク リ
ー

ト圧 壊 は ，柱 帯筋 あ る い は 袖壁横

筋が 露出 し始め た 時点と した 、修復 限界 を表す

点 と して は，最 大耐 力 の 80％ に復元 力が 低 下 し

た 点 と，軸力負 担能力 を喪失 した点 の 2通 りを考

えた 。 こ こ で ，軸力負担能力喪失点とは加力中

に試 験体 が 軸力 を保持 で きな くな っ た点 と し た 。

ま た ，図
一6は 包絡 線 上 に 各損 傷状況 を示 した も

の で あ る、，

　試 験体 は い ず れ も ± 1サ イ ク ル （1／200rad）に

お い て 袖壁頭 ，袖 壁脚 部 に 初 曲げ ひ び割れ が観

察 され た 。試験体CSW・1 ，2 は い ず れ も＋3サイ ク

ル （1／100rad）で 最大 耐力 を 示 し た 。 最大耐力

ま で に試 験 体 CSW − 1で は＋ 1サイ クル で 柱 部 の 初

せ ん 断ひ び 割れ ，＋2サ イ ク ル で 壁隅部に 圧壊 の

兆候 が 見 られ ，
＋3サイ ク ル で 壁 部 の コ ン ク リー

トが 剥落 し た
。
CSW −2にお い て は ，

−1サイ クル か

ら壁 隅部 の コ ン ク リ
ー

トが 剥 落 し始 め ，

−2サイ

ク ル で 柱上 部に 初 ひ び 割れ が 発 生 し た 。そ の 後

試験体 CSW−1は 最大 耐力 の 80％を ＋7サイ ク ル （1／

50rad）ま で 保持 し，　 CSW−2は ＋5サ イ ク ル （1／67

rad ） まで保 持 した 。

　最大 耐力以 降，壁部 に つ い て は ，両試験体 の

コ ン ク リー ト圧壊が徐 々 に 進 行 し ， CSW− 1で は ＋

4サイ クル ，CSW−2で は
一3サ イ クル か ら壁 縦筋 ・

壁横筋が露出，＋4サ イ ク ル か ら こ れ らの 座屈 が

始 ま っ た 。 そ の 後CSW −1で は ＋9サイ ク ル で袖壁縦

筋 が 破 断 ，

−9サイ クル で 袖壁 端 部縦筋が破断 ，

−

11サ イ ク ル ま で に す べ て の 袖壁 端部 縦筋 が 破 断

し た。−12サ イ ク ル で は 壁 部に 広範囲 の 剥離が み

表一4　限界 状態変形角実験値

イ用 限界状態関連 修復限界状態関連 終局限界状態

試験体名
袖壁 端 部
縦筋引張

降伏 （rad ）

袖壁 縦筋
引張降伏

　（rad ）

　　 筋

引張降
伏 （rad ）

袖壁 コ ン クリート

　 圧壊 （rad ）

柱部 コ ン クリート

　圧 壊 （rad ）

最大耐

力の 80％
（rad ）

軸力負担

能力喪失
点 （rad ）かぶ り コ ア か ぶ り コ ア

CSW −10 、0037
−0．00500

．0021
−0，00270

．0060
−0．00500

．0098
−0．0100

．0098
−0．0100

．0098
−0．0100

．028
−0．0320

，020
−0．Ol50

．064より

　 大

CSW −20
．0049

−0．00380
．0034

−0．00380
．010

−0．OlO0
．0051

−0．00540
．010

−0．0100
．015

−0．0150
．026

−0．0250
．015

−0．0150
．026

−0．026

袖 壁 縦筋

引張 匡伏

400

　 　 　 　 　 袖 壁 か ぶ りコ ン

袖 壁 端 部 縦
　 　 　 　 　 クリ

ー
ト圧 壊

筋引張降伏
　 　 　 　 　 柱 か ぶ りコ ン ク

　 　 　 　 　 リ
ー

ト圧 壌

　 　 　 　 袖 壁端部縦
袖壁 縦 筋
　 　 　 　 筋引張降伏
引張 降伏
　 　 　 　 　 　 柱 主 筋

　 　　 　　 　　引張 降伏

　 400

羣300

痴
館

200

煮 100

最 大 耐 力 の 80％

ひ び 割 れ 幅O．5，1．Omm

　

弖300

恵
埠
200

−〈IOO

0

　　　　　　　　　　　
　　 　　 　　　 　 ひ び 割れ 幅 1，0

　　　　　4 一

儀臨緬 警
ひ び 割 れ i　 クリ4 ト圧 壌
百 　　ウ　　　・　　　　　　　 P

．
　　　

一

m

ク

O．OO　　O．Ol　　O．02　　0．03　　0．04

　　　　　 部材 角 （rad ）

　　　　 （a）試験体 CSW−1

0

柱 かぶ り＝ ン ク

　　　　　　　　
．
柱鞭ア ・

’．

鷹 齢 ・
…／靉騨・

袖壁か峯リコ ン クリ’ ト圧 壊
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図一6　包絡線 と各限界 状態
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られ た．，CSW−2では ＋ 8サ イ ク ル で袖壁縦筋が破 断 ，

＋ 10サ イ ク ル で 袖壁端 部縦 筋 が 破 断 し た。壁 中央

部に っ い て は ， CSW−1は ＋7サイ ク ル に，　 CSW −2は

一4〜＋5サ イ ク ル に か け て 柱部中央 に幅0．08程

度 の 細 か い せ ん 断 ひ び 割れ が観察 され ， そ の 後

は領 域，幅と もほ とん ど進 行 が み られ な か っ た 。

　柱 部 に っ い て は ，試験体 CSW−1は ＋5サイ ク ル か

ら 隅 部 の コ ン ク リ
ー

ト圧 壊 が 始 ま り，−12サイ ク

ル で 柱 主 筋 ・帯筋が露出 ，＋14サイ ク ル で こ れ ら

が 座 屈 し始 めた が，実験 終 了 ま で破断 し な か っ

た。CSW−2は ，−5サイ ク ル か ら隅部の コ ン ク リ
ー

ト圧壊 が 始 ま り，＋9サ イ ク ル で 柱 主筋 ・帯筋が

露 出，こ れ らは CSW−1と同様に実験 終了 まで破断

しな か っ た ．，

　軸力 の 低 い 試験体CSW−1が加 力 最後 ま で軸力

を 保 持 し た の に 対 し，軸力 の 高い 試験体 CSW−2

は軸力負 担能 力 の 喪失 に よ り実 験 を終 了 した 。

実験終 了 時 の 試 験 体は 2 体と も，上下基礎か ら

柱 長 の 1／3の 距離に ひ び 割れ ， 剥 落が集中 して お

り，中央部に は 壁部に 細 か い せ ん 断 ひ び 割れ が

み られ る の み で あ っ た 。な お ，実験 中 ， 柱部 と

基礎 部 の す べ り は な か っ た 。

　4 ．実験結果の 考察

　図一7（a）（b）は各試 験 体 の 水 平荷重 一水 平変 形

角 の 実験 結果 の 包絡線 と解析結果 を比 較 し た も

の で ある。実験結果は 正 方 向 と負 方 向を示 し，

解析 値は 曲 げ解 析 と変形 に 依存 し た せ ん断強 度

を示 した。なお ，図中の 靭性 限界点 とは最大 耐

力 の 80％ に 耐 力が 低下 した点で ある。

　平 面保持 を仮 定 し た 曲げ解析 は 文 献
3）
で 示 し

た 方法を用 い た。実験 と同 じ繰 り返 し載荷を与

え，図はそ の 正 方 向 の 包絡線 を示 し て あ る 。 な

お ，
こ の 解析値は 実験値を平均 的 に評価 す る も

の と し て 提案 され て い る 。

　変形 に 依存 したせ ん 断強度は 文献
A）

の は り 柱

部材の ヒ ン ジ領域 の せん 断強度式を用 い て 計算

し た 。 こ の せ ん断 強度式 は ヒ ン ジ領域 の 回 転角

Rp が増加す るに従 っ て せ ん 断強度が低 下 し て

い く形 に な っ て い る。図
一7で は 降伏 変 形 に 相 当

す る変形角 を O．005rad と仮定 し て J こ の 0．005rad

に Rp を加 え て そ の とき の 部材 の 水平変形 角 と

し た e な お ，こ の せ ん 断 強度式 は 実験 デー
タを

安全 側に評価す る設計 式 で ある。

　以上 の 2 つ の 解 析値 を 用 い ，計 算上 の 部材 の

挙動 は，曲げ解析 と せ ん 断強度 の 解析 値 の 小 さ
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い 方 で 与 え られ る と 考 え られ る 。

　異形断 面はそ の モ デ ル 化が 重要で あ る e モ デ

ル 化 は既 に図
一2で 示 して ある が ， こ こ で簡単に

説 明を加 え る、，モ デ ル 化 ユは 柱 型断 面 の み に 置

換 し た モ デ ル で あ る。こ の と き主筋 と帯筋 も柱

型 に 対 し て 配筋 され た もの の み を考慮する 。 モ

デ ル 化 1 は 通常行われ な い モ デ ル 化 で あるが，

本研 究 で は袖壁 が破壊 した 後 の 単独柱 の 挙動 に

も着 目 し て い る の で 取 り上げて い る 。
モ デ ル 化

2 は袖壁 断面 を重要視 し，柱型断面 は 袖壁 の 幅

分 の み を考慮 し た モ デ ル で あ る 。
主 筋 と 帯筋 も

袖壁 に 対 して 配 筋 さ れ た もの の み考慮 し て い る。

　 モ デ ル 化 3 は 通 常最 も 用 い ら れ る モ デ ル で

あ る が ，断 面 積 が原型 の 異形 断面 と等価 に な る

よ うに 置換 し た 長方形 断 面 で あ る。断面 せ い は

袖壁 長 さと同 じ，す なわ ち，モ デル 化 2 と同 じ

で ，配筋 もモ デ ル 化 2 と同 じ と し た。た だ し，

モ デ ル 化 3 は 曲げ 圧 縮域 の コ ン ク リ
ー

トが 実状

を反映 し て い な い の で ，本報告 で はせ ん 断強 度

を求 め る場合 の み 用 い た 。モ デ ル 化 4 は 断面 も

配筋 も原 型 の 異 形断面 の ま ま に モ デ ル 化 し た も

の で あるが，こ の モ デ ル の せ ん 断強度は 現在検

討 中 で ， 本報告 で は 曲 げ解 析 の み に 適 用 し た 。

　 図 一7 （a）は 軸 力 が 低 い 方 の 試 験 体 CSW −1で あ

る 、曲げ解 析 は ，最 も実状 を表 し て い る モ デル

化 4 の 結 果 は 最大 耐 力以降の 実験値 の やや 大 き

め の 値を 示 した ，袖壁 断面 の み の モ デ ル 化 2 の

結果 は， コ ン ク リ
ー

ト断面 が 少 な い 分 モ デル 化

4 よ り強 度，変 形能 と も悪くな っ て い るが ，実

験値に は む し ろ 近 い 結果 と な っ た 。せ ん 断強度

は モ デ ル 化 2 ， 3 は ほ ぼ同 じ値 とな り，実験値

をや や 上 回る結 果 とな っ た。こ の 試験体 は加力

終 了 ま で 軸力 を保持 し た こ と を考え合わ せ る と ，

曲げ降伏 後の 挙動は せ ん 断抵抗機構 の劣化に よ

り支配 され た と判断 で きる．，

　 図
一7（b）は 軸力 が 高い 方 の 試験体CSW ・2で あ

る．，モ デ ル 化 4 の 曲げ解析の 結 果 は実験 値 と ほ

ぼ 同程度 で あ っ た ，モ デ ル 化 2 の 結果 は ，実験

値 を か な り下回 っ て お り，高軸力を受 け る場合

に は 柱 型 の コ ン ク リ
ー

トを 考慮 す る 必 要 があ る

こ とが分 か る。せ ん 断強度は 実験値をやや上回

っ た 。こ の 試験体 は 軸 力を負担 で きな くな っ て

実験終了 とな っ て い る こ とを考 え合わせ ると，

曲げ降伏後 の 挙 動 は圧縮 領域 の コ ン ク リー トの

劣化 に よ り支配 され た と判断で き る 。

　柱型 の み に 置換 した モ デ ル 化 1は い ず れ の 試

験体 も実験値 を非常に 過 小 評価 し ， 実験値は 全

て の 載荷履歴 に お い て モ デ ル 化 1の 荷重 変 形 関

係 を下回 る こ とは な か っ た 。

　 5 ，ま と め

　軸力の 大 きさ をパ ラ メ
ー

タ に 曲 げ降 伏 す る

袖壁 付 き柱 試験体 の 実験 を行 っ た。そ の 結果 を

以 下 に ま とめ る v

（D 軸力 が 低 い 方 の 試験 体 csw− 1 の 曲 げ降伏後

　 の 挙動 は ，せ ん 断抵抗機 構 の 劣化 に よ り支配

　 され ，こ の 場合 ，袖壁 断面 の み の モ デ ル 化 2

　 の 評価式 が最も適切で あ る と判 断 で きた。

（2）軸力 が 高 い 方 の 試験体 CSW−2 の 曲げ降伏 後

　 の 挙動は ，圧縮領域の コ ン ク リー トの 劣化に

　 よ り支配 され ，こ の 場 合，モ デ ル 化 4 の 評価

　 式 が最も適切 だ と判 断 で き た 。

（3）今後 ，
モ デ ル 化 4 の せ ん 断 強度 評価式 も完成

　 させ ，よ り信頼性 の あ る 性 能評価 法 を確 立 す

　 る こ と が 検討課 題 で あ る。
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